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け,ワイヤーでしっかり固定する.地元でみら

れるシダ皿:ynarjasp.の葉を使ってココナツ

殻と木との隙間を覆うと,ハリナシバチの群れ

は,簡単に新しく加えられた即席の巣箱に移動

してくる.時々アリ除けのために殻にプロポリ

スを塗って整える.コロニーが巣を築き上げて

きたら,さらに新しい殻を追加け る.

ハチミツと花粉が豊富な時期に,ココナツの

殻を取りかえる.ハリナシバチは巣の底部に産

卵し,殻の上部分を貯蔵スペースに月恥､るので,

より大きい殻に取り替え,その脇には再び多く

のシダの葉を積み重ねる.コロニーは葉で覆わ

れた部分に蜂児圏を拡げていく.季節が経過す

るにつれて,さらに殻を上に重ねて追加してい

くのだが,これらはいくつかの巣の入り口の正

面に設置する.そうすると蜂はこの新しい部屋

を貯蔵用に使い,蓄えを増やしていく.

2- 3月が分蜂の時期になる.このときに強

図6 上段左 :巣箱に飼われたハリナシバチの巣.右下の大きな巣房が蜜巣 上段右 :ハリナシバチの

巣に半割のココナツ殻を針金で固定すると,蜂はすぐに殻の中に巣を広げる.また空のココナツ殻を木

の枝などに着けておけば分蜂群がiL-(･んで営巣する,これは4か月たった状態 中段左 :分蜂シーズンに

強群を分割する.王台と峰児l司があり働き蜂のいる殻を取り分けて,元の群から1m以上離れた場所に

おく.｢11段右 :スターター (分割した群)は扱いやすい場所に設置できる.蜂が増えてくればココナツ

殻を加える.下段左:貯蜜された殻の様子をみる.いっぱいまで貯められたところで収穫する.下段右:

蜂場でトウヨウミツバチの巣箱近くに逝いて飼うことができる.ワイヤーで吊した台の上に巣を作れば,

アリの侵入を防ぎやすい.



い蜂群は分割する.王台を含む蜂児巣房がある

ココナツ殻を,成蜂数匹とともに移動する.分

蜂群は,元の群から少し離れたところ (たい

てい 1- 2m)におく.｢スターター｣と呼ば

れるこのコロニーでは,自分たちの女王蜂を育

てることが可能になる.働き蜂が元の群に戻っ

てしまうこともたしかに起きるが,コロニーは

回復する.10個の殻からなる強い峰群なら,2

つのスターターが作れる.

ココナツの殻は,壁やその他の場所に造られ

た既存のハリナシバチの巣から,ハチミツや花

粉を採取するのにも使える.新たに加えた最上

部の殻に蓄えられるのを待って,これを持ち上

げ採取するのだから,峰児圏は荒らされること

,なく,そのまま元の巣に残るのである.

このように,ココナツの殻を用いたハリナシ

バチ養蜂管理技術は,コロニーを乱すことを最

小限に抑えつつ,十分なハチミツ ･花粉採取を

可能とする.また,もともとある野生巣を巣箱

に取り込んだり,別の場所に移さなくても,新

しいコロニーを作り出せる.そのことは,野生

植物や作物の送粉に不可欠な蜂種を保存するこ

との手助けともなるであろう.

養蜂振興 ･普及事業

以下の団体が養蜂に関与している.

1.フィリピン大学ロスJに ョス校 (UPLB,Los

Ba丘os,Laguna)

ビープログラム :1989年 2月に制定された,

広範な分野を含むミツバチ科学研究,養蜂振興

の統合的な計画である.UI)LBのすべてのミ
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ツバチ関連プロジェクト,学術研究,振興普及

事業を明確に企画運営し,より効果的に進める

ことを,その初期の総合的目標としていた.

しかしビープログラムで取りあげられた学術

研究や普及事業が非常に大きな進展をみたこと

を受けて,開発された養蜂技術を国全体に普及

することを新たな目標として設定,指導を行っ

ている.現在の指針は,農業,林業および養蜂

産業における,持続可能な管理方法の確立を援

助するために,ミツバチ研究と養蜂振興の中心

組織としての活動を続けることである.

2.ドン･マ リアノ･マルコス記念州立大学

(DMMMSU,Bacnotan,LaUnion)

1991年に養蜂訓練 ･開発センター(ATDC)

が設立され,科学研究と振興計画が始められた.

DMMMSUは養蜂研修と普及事業に力を入れ,

養蜂に関する免状取得コースを提供している

(図7).セイヨウミツバチ養蜂を指導し,北フ

ィリピンに数か所の模範農場をもつATDCは,

近年国立養蜂研究･訓練施設に昇格した (図8).

ここへは日本から青年海外協力隊員として2名

の玉川大学卒業生が前後して派遣され,養蜂普

及活動に従事している (原野 ,2002).

3.ベ ン ゲ ッ ト州 立 大 学 (BSU,Trinidad,

Benuet)

BSUはルソン島北部,世界遺産に指定され

ている棚田で有名なコルディレラ地方で養蜂訓

練コースを実施している.コルディレラの人々

は非常にまとまった組織をもち,訓練生を巡

回指導するのが速やかに出来る.ポリネーショ

ンとミツバチ管理飼養方法の研究も行われてお

しい養蜂技術を学びに全円から研修生が派迫されてくる.伝:模唖蜂場にならぷ交尾符



図8 左:大型工作機など充実した機営諾類を使い,研修生は巣箱,巣雌から王椀まで自作を試

みる. 右:研修後.自宅でセイヨウミツバチを飼う養蜂家.i.=W3'及活動員は模範蜂場や益蜂家

を巡回して,助言する.

り,地域の養蜂形態と管理技術は,文書にまと

められている.

4.､マ リアノ･マル コス州立大学 (MMSU,

Batac,IlocosNorte)

地方政府ユニット (LGU)との協力事業とし

て,MMSU は養蜂管理研修コースを実施して

いる.彼らはきわめて多くの農業者や学生に養

蜂を教えてきた.ポリネーション関連研究も続

けている.

5.セ ン ト･ルイス大学 (LSU,BaguioCity,

Benguet)

独自の養蜂プログラムをもっているLSU は

普及活動に秀でている.

6.南 カ マ リネ ス 国 立 農 業 大 学 (CSSAC,

CamalneSSur,BicoIProvince)

ルソン烏南部にあるこの大学で養蜂は昆虫学

科の 1分野であり,ミツバチとハリナシバチの

研究を行っている.CSSACは国の農地改革省

と地域の養蜂家との調整作業をしている.

7.カビテ州立大学 (CvSU,Indang,Cavlte)

CvSU には研究専用のモデル蜂場があるが,

普及事業プログラムを作るには至っていない.

8.東フィリピン大学 (UEP)

UEPは養蜂訓練コースを実施している.彼

らは大学へ副収入をもたらす要素として養蜂場

をもっている.

他に養蜂を援助する機関として,以下がある.

1.農地改革省

2.農業省

3.科学技術省 (TAPI)

4.フィリピンココヤシ公社

5.フィリピン経営協会

6.技術生計資源センター

7.貿易産業省

8.乗ミサミス協同組合連合 (McFEDCO)

(著者の住所は下記参照) (翻訳 榎本ひとみ)
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